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○
山
梨
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個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
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の
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進
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施
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規
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一

○
山
梨
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一
二

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
一
号

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
六
年
一
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
又
は
複
写
機
」
を
「
若
し
く
は
複
写
機
又
は
電
子
計
算
機
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
号

山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
理
の
促
進
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
理
の
促
進
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管

理
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
肥
料
の
原
料
）

第
二
条
　
条
例
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
有
機
物
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下

「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物

二　

政
令
第
二
条
第
十
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物

三　

食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食
品
廃
棄
物
等
（
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

四　

動
物
又
は
植
物
に
係
る
固
形
状
又
は
液
状
の
不
要
物
で
あ
っ
て
農
業
に
係
る
も
の
（
第
二
号
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（
特
定
処
理
物
の
保
管
場
所
の
届
出
）

第
三
条
　
条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
特
定
処
理
物
の
保
管
の
高
さ
）

第
四
条
　
条
例
第
八
条
第
二
項
第
五
号
の
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
第
七
条
第
三
項
に
定
め
る
高
さ
と

す
る
。

（
特
定
処
理
物
の
保
管
場
所
の
届
出
の
添
付
書
類
等
）

第
五
条
　
条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
と

す
る
。

一　

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
保
管
す
る
場
所
を
使
用
す
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
及
び
図
面

（
特
定
処
理
物
の
保
管
に
係
る
変
更
及
び
廃
止
の
届
出
）

第
六
条
　
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2　

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
三
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　

条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
四
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
処
理
物
保
管
基
準
）

第
七
条
　
条
例
第
十
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
掲
示
板
は
、
縦
及
び
横
そ
れ
ぞ
れ
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

保
管
す
る
場
所
の
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

二　

屋
外
に
お
い
て
特
定
処
理
物
を
容
器
を
用
い
ず
に
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
項
に
定

め
る
高
さ
の
う
ち
最
高
の
も
の



山
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二

（
特
定
処
理
物
の
保
管
に
係
る
管
理
簿
の
記
載
事
項
）

第
八
条
　
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一　

搬
入
し
た
年
月
日

二　

搬
入
先
の
所
在
地

三　

搬
入
元
ご
と
の
種
類
及
び
搬
入
量

四　

搬
出
し
た
年
月
日

五　

搬
出
元
の
所
在
地

六　

搬
出
先
ご
と
の
種
類
及
び
搬
出
量

（
特
定
収
集
物
に
係
る
事
業
場
の
届
出
）

第
九
条
　
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
五
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
特
定
収
集
物
の
保
管
の
高
さ
）

第
十
条
　
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
第
十
三
条
第
三
項
に
定
め
る
高

さ
と
す
る
。

（
特
定
収
集
物
に
係
る
事
業
場
の
届
出
の
添
付
書
類
等
）

第
十
一
条
　
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図

面
と
す
る
。

一　

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
事
業
場
及
び
次
号
の
施
設
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
（
所
有
権
を

有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
業
場
及
び
同
号
の
施
設
を
使
用
す
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
）
を

証
す
る
書
類

二　

事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
施
設
の
処
理
方
式
、
構
造
及

び
設
備
の
概
要
、
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、
構
造
図
及
び
設
計
計
算

書
並
び
に
当
該
施
設
の
付
近
の
見
取
図

三　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
及
び
図
面

（
特
定
収
集
物
の
保
管
等
に
係
る
事
業
場
の
変
更
及
び
廃
止
の
届
出
）

第
十
二
条
　
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2　

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
三
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3　

条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
四
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
特
定
収
集
物
保
管
等
基
準
）

第
十
三
条
　
条
例
第
十
四
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
掲
示
板
は
、
縦
及
び
横
そ
れ
ぞ
れ
六
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　

条
例
第
十
条
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
る
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
保
管
す
る
特
定
処
理
物
が
囲
い

に
接
す
る
部
分
の
上
端
か
ら
上
方
に
鉛
直
距
離
で
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
高
さ
と
す
る
。

3　

条
例
第
十
条
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
高
さ
と
す
る
。

一　

保
管
す
る
場
所
の
囲
い
に
保
管
す
る
特
定
処
理
物
の
荷
重
が
直
接
か
か
る
構
造
で
あ
る
部
分

（
次
号
に
お
い
て
「
直
接
負
荷
部
分
」
と
い
う
。
）
が
な
い
場
合　

当
該
保
管
の
場
所
の
任
意
の

点
ご
と
に
、
地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
の
下
端
（
当
該

下
端
が
地
盤
面
に
接
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
下
端
を
鉛
直
方
向
に
延
長
し
た
面
と

地
盤
面
と
の
交
線
）
を
通
り
水
平
面
に
対
し
上
方
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
勾
配
を
有
す
る
面
と
の

交
点
（
当
該
交
点
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
地
盤
面
に
近
い
も
の
）
ま
で
の
高
さ

二　

保
管
す
る
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合　

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
部
分
に
応

じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
高
さ

イ　

直
接
負
荷
部
分
の
上
端
か
ら
下
方
に
垂
直
距
離
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
線
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
基
準
線
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
保
管
の
場
所
の
側
に
水
平
距
離
二
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分　

当
該
二
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
の
任
意
の
点
ご
と
に
、
次
の
⑴
に
規
定
す
る
高
さ

（
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
で
な
い
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
⑴
又

は
⑵
に
規
定
す
る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
）

⑴　

地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
当
該
鉛
直
線
へ
の
水
平
距
離
が
最
も
小
さ
い
基

準
線
を
通
る
水
平
面
と
の
交
点
ま
で
の
高
さ

⑵　

前
号
に
規
定
す
る
高
さ

ロ　

基
準
線
か
ら
当
該
保
管
の
場
所
の
側
に
水
平
距
離
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分　

当
該
二

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
内
の
任
意
の
点
ご
と
に
、
次
の
⑴
に
規
定
す
る
高
さ
（
当
該
保
管
の

場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
で
な
い
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
⑴
又
は
⑵
に
規
定
す

る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
）

⑴　

当
該
点
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
、
基
準
線
か
ら
当
該
保
管
の
場
所
の
側
に
水
平

距
離
二
メ
ー
ト
ル
の
線
を
通
り
水
平
面
に
対
し
上
方
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
勾
配
を
有
す
る

面
と
の
交
点
（
当
該
交
点
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
地
盤
面
に
近
い
も
の
）

ま
で
の
高
さ

⑵　

前
号
に
規
定
す
る
高
さ

4　

条
例
第
十
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
と

す
る
。

一　

特
定
処
理
物
を
攪か
く
は
ん拌
す
る
こ
と
。

二　

特
定
処
理
物
に
雨
水
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三　

そ
の
他
必
要
な
措
置



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

三

ハ　

五
メ
ー
ト
ル

（
特
定
収
集
物
の
保
管
に
係
る
管
理
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
四
条
　
条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一　

搬
入
し
た
年
月
日

二　

搬
入
先
の
所
在
地

三　

搬
入
元
ご
と
の
種
類
及
び
搬
入
量

四　

搬
出
し
た
年
月
日

五　

搬
出
元
の
所
在
地

六　

搬
出
先
ご
と
の
種
類
及
び
搬
出
量

（
産
業
廃
棄
物
の
保
管
場
所
の
届
出
の
対
象
と
な
る
産
業
廃
棄
物
）

第
十
五
条
　
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
産
業
廃
棄
物
は
、
政
令
第
二
条
第
二
号
、
第
四

号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
の
保
管
場
所
の
届
出
）

第
十
六
条
　
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
六
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
事
前
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
七
条
　
条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措

置
と
し
て
行
う
場
合
と
す
る
。

（
産
業
廃
棄
物
の
保
管
場
所
の
届
出
の
添
付
書
類
等
）

第
十
八
条
　
条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図

面
と
す
る
。

一　

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
保
管
す
る
場
所
を
使
用
す
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
及
び
図
面

（
産
業
廃
棄
物
の
保
管
に
係
る
変
更
及
び
廃
止
の
届
出
）

第
十
九
条
　
条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2　

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
三
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3　

条
例
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
四
号
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
産
業
廃
棄
物
の
保
管
に
係
る
管
理
簿
の
記
載
事
項
）

第
二
十
条
　
条
例
第
十
八
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一　

搬
入
し
た
年
月
日

二　

搬
入
先
の
所
在
地

一　

特
定
収
集
物
の
処
理
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定
収
集
物
を
保
管
す
る
場
所
で
あ
る
旨
に

加
え
て
、
特
定
収
集
物
を
処
理
す
る
場
所
で
あ
る
旨

二　

保
管
す
る
場
所
の
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

三　

屋
外
に
お
い
て
特
定
収
集
物
を
容
器
を
用
い
ず
に
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
項
に
定

め
る
高
さ
の
う
ち
最
高
の
も
の

2　

条
例
第
十
四
条
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
る
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
保
管
す
る
特
定
収
集
物
が
囲

い
に
接
す
る
部
分
の
上
端
か
ら
上
方
に
鉛
直
距
離
で
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
高
さ
と
す

る
。

3　

条
例
第
十
四
条
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
高
さ
と
す
る
。
た
だ
し
、
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
物

の
う
ち
全
部
に
金
属
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
保
管
す
る
場
合
に
は
、
第
七
条
第
三
項
に
定

め
る
高
さ
と
す
る
。

一　

保
管
す
る
場
所
の
囲
い
に
保
管
す
る
特
定
収
集
物
の
荷
重
が
直
接
か
か
る
構
造
で
あ
る
部
分

（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
直
接
負
荷
部
分
」
と
い
う
。
）
が
な
い
場
合　

当
該
保
管
の
場

所
の
任
意
の
点
ご
と
に
、
地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
の

下
端
（
当
該
下
端
が
地
盤
面
に
接
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
下
端
を
鉛
直
方
向
に
延

長
し
た
面
と
地
盤
面
と
の
交
線
）
を
通
り
水
平
面
に
対
し
上
方
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
勾
配
を
有

す
る
面
と
の
交
点
（
当
該
交
点
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
地
盤
面
に
近
い
も
の
）

ま
で
の
高
さ
又
は
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の

二　

保
管
す
る
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）　

直
接
負
荷
部
分
の
上
端
か
ら
下
方
に
垂
直
距
離
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
線
（
イ
及
び
次
号
ロ
に

お
い
て
「
基
準
線
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
保
管
の
場
所
の
側
の
任
意
の
点
ご
と
に
、
次
の
イ
に

規
定
す
る
高
さ
（
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
で
な
い
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
）
又
は
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い

ず
れ
か
低
い
も
の

イ　

地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
当
該
鉛
直
線
へ
の
水
平
距
離
が
最
も
小
さ
い
基
準

線
を
通
る
水
平
面
と
の
交
点
ま
で
の
高
さ

ロ　

前
号
に
規
定
す
る
高
さ

三　

保
管
す
る
場
所
の
三
方
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合　

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定

す
る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
又
は
前
号
に
規
定
す
る
高
さ

イ　

当
該
保
管
の
場
所
の
当
該
三
方
以
外
の
方
向
か
ら
、
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
（
当
該
保
管

の
場
所
を
除
く
。
）
又
は
事
業
場
の
敷
地
の
境
界
線
へ
の
水
平
距
離
の
う
ち
最
小
の
も
の
の
二

分
の
一
に
相
当
す
る
高
さ

ロ　

当
該
直
接
負
荷
部
分
の
基
準
線
の
高
さ



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

四

三　

搬
入
元
ご
と
の
種
類
及
び
搬
入
量

四　

搬
出
し
た
年
月
日

五　

搬
出
元
の
所
在
地

六　

搬
出
先
ご
と
の
種
類
及
び
搬
出
量

（
身
分
証
明
書
）

第
二
十
一
条
　
条
例
第
二
十
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
第
七
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特
例

に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

2　

法
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
の
特

例
に
関
す
る
規
則
（
令
和
四
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
第
四
十
三
号
を
第
四
十
四
号
と
し
、
第
四
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
三　

山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
理
の
促
進
に

関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

五

 

 

第１号様式（第３条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

特定処理物保管届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

第８条第１項の規定により、次のとおり関係書類及び図面を添えて届け出ます。 

 

保
管
す
る
場
所
に
関
す
る
事
項 

所在地  

面積 ㎡ 

保管する特定処理物の種類  

保管する量の上限  

屋外において特定処理物を容

器を用いずに行う保管の有無

（保管を行う場合にあって

は、山梨県再生資源物の不適

正保管等の防止及び産業廃棄

物の適正管理の促進に関する

条例施行規則第４条の規定に

よる高さのうち最高のもの） 

 

特定処理物の取扱いの計画  

保管を開始する年月日 年  月  日 

注 「特定処理物の取扱いの計画」の欄にその記載事項の全てを記載することができない

ときは、当該欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

第1号様式（第3条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

六

 

 

第２号様式（第６条、第１２条、第１９条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

保管場所等変更届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

（第９条第１項・第１３条第１項・第１７条第１項）の規定により、（特定処理物の保管

場所・特定収集物に係る事業場・産業廃棄物の保管場所）の変更について、次のとおり関

係書類及び図面を添えて届け出ます。 

 

変更する事項  

変更の内容 変更前  

変更後  

変更予定年月日 年  月  日 

注１ 届出書の括弧内は、いずれか該当するものに○印を付すこと。 

 ２ 「変更の内容」の欄にその記載事項の全てを記載することができないときは、当該

欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

 

第2号様式（第6条、第12条、第19条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

七

 

 

第３号様式（第６条、第１２条、第１９条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

氏名等変更届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

（第９条第２項・第１３条第２項・第１７条第２項）の規定により、（特定処理物の保

管・特定収集物の保管等・産業廃棄物の保管）に係る氏名等の変更について、次のとおり

届け出ます。 

 

変更した事項  

変更の内容 変更前  

変更後  

変更年月日 年  月  日 

注 届出書の括弧内は、いずれか該当するものに○印を付すこと。 

 

第3号様式（第6条、第12条、第19条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

八

 

 

第４号様式（第６条、第１２条、第１９条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

保管等廃止届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

（第９条第３項・第１３条第３項・第１７条第３項）の規定により、（特定処理物の保

管・特定収集物の保管等・産業廃棄物の保管）に係る廃止について、次のとおり届け出ま

す。 

 

保管場所の所在地（特定収

集物の保管等の廃止にあっ

ては、事業場の所在地） 

 

廃止年月日 年  月  日 

注 届出書の括弧内は、いずれか該当するものに○印を付すこと。 

 

 

第4号様式（第6条、第12条、第19条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

九

 

 

第５号様式（第９条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

特定収集物保管等事業場届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

第１２条第１項の規定により、次のとおり関係書類及び図面を添えて届け出ます。 

 

事業の範囲 保管のみ・保管及び処理 

事業場の所在地  

事業場の敷地面積 ㎡ 

保
管
す
る
場
所
に
関
す
る
事
項 

所在地  

面積 ㎡ 

保管する特定収集物の種類  

保管する量の上限  

屋外において特定収集物を容器を用いず

に行う保管の有無（保管を行う場合にあ

っては、山梨県再生資源物の不適正保管

等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促

進に関する条例施行規則第１０条の規定

による高さのうち最高のもの） 

 

処理を行う場合にあっては、当該処理の場所

の所在地及び処理を行う特定収集物の種類 

 

事業の用に供する施設を設置する場合にあっ

ては、当該施設の種類、数量、設置場所、設

置年月日及び処理能力 

 

事業の計画  

事業を開始する年月日 年  月  日 

注１ 「事業の範囲」の欄は、「保管のみ」又は「保管及び処理」のいずれかに○を付す

こと。 

 ２ 「事業の計画」の欄にその記載事項の全てを記載することができないときは、当該

欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

第5号様式（第9条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
〇

 

 

第６号様式（第１６条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

氏名             印  

（法人にあっては、主たる事務所の  

所在地、名称及び代表者の氏名）  

 

 

産業廃棄物事業場外保管届出書 

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の促進に関する条例

第１６条第１項の規定により、次のとおり関係書類及び図面を添えて届け出ます。 

 

保
管
す
る
場
所
に
関
す
る
事
項 

所在地  

面積 ㎡ 

保管する産業廃棄物の種類  

積替えのための保管の上限又は処分

若しくは再生のための保管の上限 

 

屋外において産業廃棄物を容器を用

いずに行う保管の有無（保管を行う

場合にあっては、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律施行規則第１条の

６の規定の例による高さのうち最高

のもの） 

 

産業廃棄物の運搬、保管及び処分の計画  

保管を開始する年月日 年  月  日 

非常災害のために必要な応急措置として

行う場合 

該当・非該当 

注１ 「積替えのための保管の上限又は処分若しくは再生のための保管の上限」の欄は、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条第１項第１号ホ又は第２号ロ⑶の規

定により保管することができる産業廃棄物の数量を記入すること。 

２ 「産業廃棄物の運搬、保管及び処分の計画」の欄にその記載事項の全てを記載する

ことができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

 ３ 「非常災害のために必要な応急措置として行う場合」の欄は、「該当」又は「非該

当」のいずれかに○を付すこと。 

第6号様式（第16条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
一

 

 

第７号様式（第２１条関係） 

（表） 

 

第     号   

 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の

促進に関する条例第２０条第２項の規定による身分証明書 

  

写

真 

  職名及び氏名 

 

 

  生年月日      年  月  日生 

  発行年月日     年  月  日発行 

 

 

  山梨県知事             印 

  

 

 

 

（裏） 

山梨県再生資源物の不適正保管等の防止及び産業廃棄物の適正管理の 

促進に関する条例（抜粋） 

 

（立入検査） 

第２０条 知事は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に、再生資源物等の保

管等を行う場所、再生資源物等の保管等を行う者その他の関係者の事務所、事業場その他

の場所に立ち入り、当該再生資源物等の保管等の状況若しくは帳簿書類その他の物件を検

査させ、又は関係者に質問させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提

示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。 

 

（罰則） 

第２７条 次の各号のいずれかに該当する者は、３０万円以下の罰金に処する。 

 ⑴～⑺ 略 

 ⑻ 第２０条第１項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して

答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者 

 

 

第7号様式（第21条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
二

山
梨
県
規
則
第
三
号

山
梨
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
三

第１号様式（第１条関係） 

                                   年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

                          住所 

                          電話番号（※１）      

                          氏名又は名称及び代表者氏名 

 

 

蜜蜂飼育届・飼育変更届 

 

  養蜂振興法第３条第１項又は第３項の規定により、次のとおり、（蜜蜂飼育届・蜜蜂飼育変

更届）を提出します。 

 

 １     年１月１日現在蜜蜂飼育状況 

飼育場所（※２） 飼育蜂群数 

  

（うち日本蜜蜂  ） 

  

２     年蜜蜂飼育計画（※３） 

飼育場所（※２） 飼育予定最大計画蜂群数 飼育期間 

  

（うち日本蜜蜂  ） 

１月 １日から  月  日まで 

  

（うち日本蜜蜂  ） 

１ 月  日から  月  日まで 

  

（うち日本蜜蜂  ） 

１ 月  日から  月  日まで 

 

３ 個人情報の取扱いに当たっては以下の内容について、同意します。 

① 個人情報の利用目的：県は、蜂群の配置調整、蜜蜂の防疫、農薬被害の防止その他

の養蜂の振興に必要な範囲内においてのみ利用する。 

② 個人情報の第三者への提供：県は、個人情報を第三者に提供するに当たり、次の場

合を除き、本人の同意なく第三者に個人情報を提供しない。 

・ 法令に基づく場合 

   ・ 県の管理監督の下、蜂群の配置調整、蜜蜂の防疫、農薬被害の防止その他の養蜂の

振興に必要な範囲内で蜜蜂飼育者その他の関係者及び市町村、他の都道府県その他の

関係機関の協力が必要な場合 

第1号様式（第1条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
四

 

備考 

 ※１ 電話番号は、常時連絡を取ることができる携帯電話等が望ましい。 

  ※２ 飼育場所は、巣箱の配置場所が確認できる情報（番地、号並びに必要に応じ緯度及

び経度）を記入すること。なお、地図の添付等でも可とする。 

※３ 飼育計画は、１月１日から１２月３１日までについて記入すること。 
 

【提出に当たっての留意事項】 

養蜂振興法第８条第１項の規定に基づき、県は、蜂群配置の適正の確保及び防疫の迅速かつ

的確な実施を図るため、蜂群配置に係る調整等の必要な措置を講ずるものとされており、蜜蜂

の飼育を行うに当たっては、周辺の蜜蜂飼育者と配置調整が必要となる場合があります。本届

出の提出後、同条第２項の規定に基づき、県から、蜂群配置に係る調整等のため特に必要があ

ると認めるときは、蜜蜂の飼育の状況等に関し、必要な協力を求められることがあります。 

 

 



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
五

第２号様式（第３条関係） 

年  月  日  

 

 

  山梨県知事 殿 

 

 

住所 

電話番号（※１） 

氏名又は名称及び代表者氏名   

 

 

蜜蜂転飼許可申請書 

 

  次のとおり転飼したいので、養蜂振興法第４条第１項の規定により申請します。 

 

転飼しようとす

る場所（※２） 

左の土地所有

者住所氏名 

最大計画蜂群数○ 転飼期間 飼育者住所

氏名 

   

（うち日本蜜蜂  ）

月  日から 

月  日まで 

 

   

（うち日本蜜蜂  ）

月  日から 

月  日まで 

 

   

（うち日本蜜蜂  ）

月  日から 

月  日まで 

 

 

個人情報の取扱いに当たっては以下の内容について、同意します。 

① 個人情報の利用目的：県は、蜂群の配置調整、蜜蜂の防疫、農薬被害の防止その他の養蜂

の振興に必要な範囲内においてのみ利用する。 

② 個人情報の第三者への提供：県は、個人情報を第三者に提供するに当たり、次の場合を除

き、本人の同意なく第三者に個人情報を提供しない。 

・ 法令に基づく場合 

・ 県の管理監督の下、蜂群の配置調整、蜜蜂の防疫、農薬被害の防止その他の養蜂の振興

に必要な範囲内で蜜蜂飼育者その他の関係者及び市町村、他の都道府県その他の関係機関

の協力が必要な場合 

 

備考  

※１ 電話番号は、常時連絡を取ることができる携帯電話等が望ましい。 

※２ 転飼しようとする場所は、巣箱の配置場所が確認できる情報（番地、号並びに必要に

応じ緯度及び経度）を記入すること。なお、地図の添付等でも可とする。 

第2号様式（第3条関係）



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
号
　
　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日

一
六

　
　
　
　
　
　
　

「住
所

第
三
号
様
式
中　
　
　
　
　
　
　
　

を
「住

所

　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

通
信
連
絡
場
所

」

第
四
号
様
式
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
号
様
式
に
よ
る

蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
転
飼
許
可
証
再
交
付
申
請
書
は
、
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
後
の
第
二
号
様
式
に
よ
る
蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
転
飼
許
可
証
再

交
付
申
請
書
と
み
な
す
。

蜂
群
数

　　　　　　　　　
「

「

蜂
群
数

　

（う
ち
日
本

蜜
蜂　
　

）

　

（う
ち
日
本

蜜
蜂　
　

）
　

（う
ち
日
本

蜜
蜂　
　

）

「

「


